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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部照度を感知する照度感知部と、
　前記照度感知部で測定された照度によって有機発光ディスプレイ装置の輝度を決定する
輝度決定部と、
　前記輝度決定部から決定された輝度に該当する駆動電流によって電流飽和点での駆動電
圧を決定する駆動電圧決定部と、
　前記駆動電圧決定部からの駆動電圧を供給するように、入力電圧より高い第１電圧及び
入力電圧より低い第２電圧を生成する電圧変換部と、
　前記電圧変換部からの電圧を印加されて画像を具現する表示部と、を備え、
　前記照度感知部は、フォトセンサーを備え、
　前記駆動電圧決定部には、前記輝度決定部により決定された輝度によって電流飽和点で
の駆動電圧を記録した第２ルックアップテーブルまたは前記輝度と前記駆動電圧との関係
を表した第２グラフが保存され、
　外部環境の照度によって前記有機発光ディスプレイ装置の輝度を異なって決定し、前記
可変する輝度に対応する飽和領域の駆動電圧を決定することによって前記駆動電圧マージ
ンを一定にし、前記駆動電圧を供給するように有機発光ダイオードのカソード電極に印加
される電圧を調節する
　ことを特徴とする有機発光ディスプレイ装置。
【請求項２】
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　前記輝度決定部には、前記照度感知部により感知された照度による前記有機発光ディス
プレイ装置の輝度を記録した第１ルックアップテーブルまたは前記照度と前記輝度との関
係を表した第１グラフが保存された
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記表示部は、複数の画素を備え、
　各画素は、ゲート電極にデータ電圧が印加され、第１電極に前記第１電圧が印加される
駆動トランジスタと、
　前記駆動トランジスタの第２電極にアノード電極が連結され、カソード電極に前記第２
電圧が印加される有機発光ダイオードと、を備える
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項４】
　前記電圧変換部は、前記駆動電圧決定部からの駆動電圧に該当する第２電圧を生成する
ように調節する可変抵抗を備える
　ことを特徴とする請求項３に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項５】
　前記電圧変換部は、前記第１電圧を生成するブースターコンバータと、
　前記第２電圧を生成するバックコンバータと、を備える
　ことを特徴とする請求項３に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項６】
　前記電圧変換部は、前記バックコンバータの出力電圧を決定する抵抗を、前記駆動電圧
決定部からの駆動電圧によって調節される可変抵抗で形成した
　ことを特徴とする請求項５に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外部照度によって駆動電圧を調節して消費電力を低減させるディスプレイ装
置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、デジタル技術の発展によって多様なディスプレイ装置が開発されており、特に複
数の画素が集まって画面を構成する液晶ディスプレイ装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａ
ｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＬＣＤ）、プラズマディスプレイ装置（ＰｌａｓｍａＤｉｓｐｌａ
ｙ　Ｐａｎｅｌ：ＰＤＰ）、有機発光ディスプレイ装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ－
Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＯＬＥＤ）などの平板ディスプレイ装置が脚光を浴
びている。
【０００３】
　かかる平板ディスプレイ装置のうち、高輝度、自体発光、広い視野角、速い応答速度な
どの長所を理由としてＯＬＥＤが最も注目されている。
【０００４】
　ＯＬＥＤは、駆動トランジスタにより有機発光ダイオードに供給された駆動電流量に比
例して発光する。したがって、前記駆動電流量または前記有機発光ダイオードの発光時間
の比率を調節することによって所望の階調を表現できる。
【０００５】
　一方、前記ＯＬＥＤの駆動において、低い消費電力で高画質の画面を具現しようとする
多様な試みがなされている。かかる試みの一例として、外部照度によって自動的に輝度を
調節するＡＢＣ（Ａｕｔｏ　Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）機能を備えたＯＬ
ＥＤが開示されたところがある（特許文献１，２及び３）。前記従来に開示されたＯＬＥ
Ｄは、外部環境の照度が低ければ、輝度を低下させ、すなわち輝度の低下のために駆動電
流を減少させて消費電力の浪費を防止した。駆動電流を減少させる手段として、照度によ
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って決定された輝度に該当するように映像データを調節した。
【０００６】
　一般的に、輝度が低ければ、電流飽和点に達する駆動電圧が低くなる。したがって、外
部環境の照度が低く感知され、これにより、輝度を低下させる場合、前記輝度に該当する
駆動電流は、低い駆動電圧にも飽和領域に達することができる。しかし、従来のＯＬＥＤ
は、目標輝度に対応する駆動電圧で固定して供給する。すなわち、輝度が低ければ、低い
駆動電圧で前記輝度に対応する駆動電流を供給できるにもかかわらず、目標輝度に該当す
る駆動電圧を供給することによって、消費電力を浪費するという問題が発生する。
【特許文献１】韓国特許出願公開第２００６－５３４５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、前記問題及びその他の色々な問題を解決するために、消費電力の節約
を極大化できるＯＬＥＤ及びその駆動方法を提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、外部照度を感知する照度感知部と、前記照度感知部で測定された照度によっ
てＯＬＥＤの輝度を決定する輝度決定部と、前記輝度決定部から決定された輝度に該当す
る駆動電流によって飽和領域の駆動電圧を決定する駆動電圧決定部と、前記駆動電圧決定
部からの駆動電圧を供給するように、入力電圧より高い第１電圧及び入力電圧より低い第
２電圧を生成する電圧変換部と、前記電圧変換部からの電圧を印加されて画像を具現する
表示部と、を備えるＯＬＥＤを提供する。
【０００９】
　前記ＯＬＥＤにおいて、照度感知部は、フォトセンサーを利用して光の信号を電気的信
号に変換することによって外部照度を感知できる。
【００１０】
　前記ＯＬＥＤにおいて、輝度決定部には、照度感知部により感知された照度による前記
ＯＬＥＤの輝度を記録した第１ルックアップテーブルまたは前記照度と前記輝度との関係
を表した第１グラフが保存される。
【００１１】
　前記ＯＬＥＤにおいて、駆動電圧決定部には、前記輝度による飽和領域の前記駆動電圧
を記録した第２ルックアップテーブルまたは前記輝度と前記駆動電圧との関係を表した第
２グラフが保存される。
【００１２】
　照度感知部により低い照度が感知されて輝度を低下させる場合、低下した輝度によって
飽和領域の駆動電圧も減少する。したがって、第２ルックアップテーブル及び第２グラフ
は、前記輝度が低下するほど、飽和領域の駆動電圧は減少する関係を有する。
【００１３】
　前記ＯＬＥＤにおいて、表示部は、複数の画素を備え、各画素は、ゲート電極にデータ
電圧が印加され、第１電極に前記第１電圧が印加される駆動トランジスタと、前記駆動ト
ランジスタの第２電極にアノード電極が連結され、カソード電極に前記第２電圧が印加さ
れる有機発光ダイオードと、を備える。そして、電圧変換部は、前記駆動電圧決定部から
の駆動電圧に該当する第２電圧を生成するように調節する可変抵抗を備える。
【００１４】
　前記ＯＬＥＤにおいて、電圧変換部は、前記第１電圧を生成するブースターコンバータ
と、前記第２電圧を生成するバックコンバータと、を備える。そして、電圧変換部は、前
記バックコンバータの出力電圧を決定する抵抗を、前記駆動電圧決定部からの駆動電圧に
よって調節される可変抵抗で形成できる。したがって、前記可変抵抗を利用して前記駆動
電圧に該当するように第２電圧を調節できる。
【００１５】
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　また、本発明は、前記ＯＬＥＤの駆動方法を提供する。前記駆動方法によれば、外部照
度を感知し、感知した前記照度によるＯＬＥＤの輝度を決定し、決定された前記輝度に該
当する駆動電流によって飽和領域の駆動電圧を決定し、前記駆動電圧を供給するように入
力電圧より高い第１電圧及び入力電圧より低い第２電圧を生成し、前記第１電圧及び前記
第２電圧を表示部に供給する。
【００１６】
　前記ＯＬＥＤの駆動方法は、外部照度と前記ＯＬＥＤの輝度とをデータベース化した第
１ルックアップテーブル、または前記外部照度と前記ＯＬＥＤの輝度との関係を表した第
１グラフを形成するステップをさらに含む。したがって、前記第１ルックアップテーブル
または前記第１グラフを利用して感知した前記外部照度に該当する輝度を選択することに
よって輝度を決定できる。
【００１７】
　前記ＯＬＥＤの駆動方法は、輝度と前記駆動電圧とをデータベース化した第２ルックア
ップテーブル、または前記輝度と前記駆動電圧との関係を表した第２グラフを形成するス
テップをさらに含む。したがって、前記第２ルックアップテーブルまたは前記第２グラフ
を利用して前記輝度に対応する駆動電圧を選択して駆動電圧を決定できる。
【００１８】
　前記ＯＬＥＤの駆動方法において、第２電圧は、前記決定された駆動電圧に該当する制
御信号によって第２電圧を決定する抵抗を調節して生成できる。
【００１９】
　前記ＯＬＥＤの駆動方法において、表示部は、複数の画素を備え、各画素は、ゲート電
極にデータ電圧が印加される駆動トランジスタと、前記駆動トランジスタにアノード電極
が連結された有機発光ダイオードと、を備える。前記第１電圧は、駆動トランジスタの第
１電極に印加し、前記第２電圧は、有機発光ダイオードのカソード電極に印加する。
【００２０】
　したがって、照度が低いほど輝度を低下させ、低下した輝度に対応する飽和領域での駆
動電圧を供給するように、前記第２電圧を変換して有機発光ダイオードのカソード電極に
供給する。したがって、映像データに関係なく前記駆動電圧を供給できる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明のＯＬＥＤ及びその駆動方法は、輝度によって電流飽和点の駆動電圧が変わる特
性によって駆動電圧マージンを一定にする駆動電圧を決定する。すなわち、外部環境の照
度によってＯＬＥＤの輝度を異なって決定し、前記可変する輝度に対応する飽和領域の駆
動電圧を決定することによって駆動電圧マージンを一定にすることができる。したがって
、前記ＯＬＥＤの消費電力の浪費を極大化できる。
【００２２】
　また、本発明は、前記駆動電圧を供給するように有機発光ダイオードのカソード電極に
印加される電圧を調節する。したがって、前記有機発光ダイオードに供給される駆動電流
に影響を及ぼさずに前記決定された駆動電圧を供給できるので、駆動が容易である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明を、添付された図面を参照してさらに詳細に説明する。
【００２４】
　図１は、本発明による消費電力を低減できるＯＬＥＤを示したブロック図である。
【００２５】
　以下、図１を参照してＯＬＥＤを詳細に説明し、下記表１及び図２、３を共に参照して
前記ＯＬＥＤの駆動方法も詳細に説明する。
【００２６】
　図１に示すように、前記ＯＬＥＤは、照度感知部１１０、輝度決定部１２０、駆動電圧
決定部１３０、電圧変換部１４０及び表示部１６０を備える。
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【００２７】
　照度感知部１１０は、フォトセンサーを備えることによって、外部の光信号を電気的信
号に変換し、前記電気的信号を測定して外部照度を感知する。
【００２８】
　輝度決定部１２０は、感知された照度に該当する第１制御信号ＣＳ１によって前記ＯＬ
ＥＤの輝度を決定する。前記輝度決定部１２０には、外部照度による輝度を記録した第１
ルックアップテーブル、または前記外部照度と前記輝度との関係を表した第１グラフなど
が保存されている。かかる第１ルックアップテーブルまたは第１グラフは、既存に記録さ
れた外部照度と輝度とを利用してデータベース化したものとしてあらかじめ保存できる。
【００２９】
　下記の表１は、外部照度が室内照明環境である５００ｌｕｘであるとき、ディスプレイ
装置の輝度を９０ｃｄ／ｍ２と、照度が６０ｌｕｘであるとき、輝度を４５ｃｄ／ｍ２と
記録した第１ルックアップテーブルを例示したものである。
【００３０】

【表１】

【００３１】
　したがって、前記ＯＬＥＤが室内照明下に配置された場合、照度感知部１１０は、外部
照度を５００ｌｕｘに感知し、これに該当する第１制御信号ＣＳ１を輝度決定部１２０へ
伝送する。輝度決定部１２０は、前記第１制御信号ＣＳ１によって５００ｌｕｘに該当す
るディスプレイ装置の輝度９０ｃｄ／ｍ２を選択する。
【００３２】
　輝度決定部１２０で決定された輝度に対応する第２制御信号ＣＳ２を駆動電圧決定部１
３０に送信する。駆動電圧決定部１３０は、前記第２制御信号ＣＳ２を受信し、前記第２
制御信号ＣＳ２によって電流飽和点での駆動電圧を決定する。
【００３３】
　輝度が低下すれば、電流飽和点での駆動電圧は減少する。詳細に、有機発光ダイオード
に供給される駆動電流と駆動電圧との関係を表した図２のグラフを参照すれば、飽和領域
の駆動電流Ｉｄｓが減少すれば、電流飽和点での駆動電圧ＶｄｓはＶ３，Ｖ２，Ｖ１に減
少する。したがって、輝度が低下すれば、電流飽和点での駆動電圧Ｖｄｓは減少する。
【００３４】
　例えば、最高輝度で最高駆動電圧としてＶ３を使用するＯＬＥＤにおいて、前記表１か
ら、外部照度を５００ｌｕｘ，６０ｌｕｘに感知し、これにより、輝度を９０ｃｄ／ｍ２

，４５ｃｄ／ｍ２に決定すれば、前記輝度に該当する駆動電流Ｉｄｓによって駆動電圧を
それぞれＶ２，Ｖ１と決定できる。したがって、外部照度の低い環境では、輝度を低下さ
せ、前記輝度に対応して駆動電流Ｉｄｓも減少させ、前記駆動電流Ｉｄｓによって飽和領
域の駆動電圧Ｖｄｓも減少させる。このように減少した駆動電圧Ｖｄｓを表示部１７０に
供給することによって、消費電力を低減できる。
【００３５】
　前記のような相関関係を利用して、前記駆動電圧決定部１３０に、輝度による駆動電圧
を記録した第２ルックアップテーブルまたは前記輝度と駆動電圧との関係を表したグラフ
などをあらかじめ保存できる。
【００３６】
　図３は、輝度と駆動電圧との関係を表したグラフを例示する。図３は、輝度増加量△Ｂ
による駆動電圧増加量△Ｖｄｓを表したグラフであって、前記グラフは、既存のデータま
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たは実験値を利用して回帰式で形成したものである。図３に示したグラフは、輝度が５０
ｃｄ／ｍ２向上すれば、駆動電圧は０．３Ｖ増加する勾配を有する。
【００３７】
　最高輝度として１５０ｃｄ／ｍ２、最高駆動電圧として９．５Ｖを使用するＯＬＥＤに
おいて、照度感知部１１０で外部照度が５００ｌｕｘに感知され、輝度決定部１２０で感
知された外部照度によって９０ｃｄ／ｍ２の輝度を決定して、前記決定された輝度に対応
する第２制御信号ＣＳ２を駆動電圧決定部１３０に送信する。駆動電圧決定部１３０は、
第２制御信号ＣＳ２によって前記最高駆動電圧から－０．３６Ｖ増加した駆動電圧を決定
する。具体的に、前記第２制御信号ＣＳ２によって最高輝度を基準として前記外部照度に
よって決定された輝度の増加量△Ｂ、すなわち－４０％を算出し、前記算出値を図１に示
したグラフに適用して駆動電圧の増加量△Ｖｄｓが－０．３６Ｖであることを算出する。
したがって、駆動電圧は、最高駆動電圧である９．５Ｖから０．３６Ｖ減少した９．１４
Ｖと決定する。
【００３８】
　また、照度感知部１１０で外部照度を６０ｌｕｘに感知し、輝度決定部１２０で６０ｌ
ｕｘの外部照度による輝度を４５ｃｄ／ｍ２に決定し、駆動電圧決定部１３０で前記決定
された輝度から輝度増加量△Ｂを算出し、前記輝度増加量△Ｂによって駆動電圧増加量△
Ｖｄｓを算出する。詳細に、輝度増加量△Ｂは、最高輝度を基準として７０％低下するこ
とを算出し、前記輝度増加量△Ｂを図３に示したグラフに適用すれば、駆動電圧増加量△
Ｖｄｓが０．６３Ｖ減少することを導出できる。したがって、駆動電圧は、９．５Ｖから
０．６３Ｖ減少した８．８７Ｖと決定される。
【００３９】
　したがって、前記のような駆動電圧の減少は、それぞれ４％、７％ほどの消費電力の低
減効果を有することができる。
【００４０】
　前記駆動電圧決定部１３０で決定された駆動電圧を表示部１６０に供給するように制御
する第３制御信号ＣＳ３を電圧変換部１４０に印加する。
【００４１】
　電圧変換部１４０は、リチウムイオンバッテリーのような電源部１５０から入力電圧Ｖ

ｉを供給されて、前記入力電圧Ｖｉより高い第１電圧ＥＬＶＤＤ及び前記入力電圧Ｖｉよ
り低い第２電圧ＥＬＶＳＳに変換する。そして、変換された第１電圧ＥＬＶＤＤ及び第２
電圧ＥＬＶＳＳを表示部１６０に供給する。
【００４２】
　電圧変換部１４０は、前記決定された駆動電圧を表示部１６０に供給するように制御す
る第３制御信号ＣＳ３を印加されて、前記第３制御信号ＣＳ３によって第２電圧ＥＬＶＳ
Ｓを調節する。電圧変換部１４０は、第２電圧ＥＬＶＳＳを決定する回路の出力端に第３
制御信号ＣＳ３によって変わる可変抵抗を連結する。したがって、前記可変抵抗を利用し
て第２電圧ＥＬＶＳＳを調節できる。
【００４３】
　前記電圧変換部１４０は、後述する図４及び図５を参照してさらに詳細に説明する。
【００４４】
　本実施形態では、駆動電圧を決定し、前記決定された駆動電圧を表示部１６０に供給す
るように電圧変換部１４０で電圧を調節することを例示したが、これに限定されるもので
はない。前記駆動電圧増加量に対応して、または前記輝度、輝度増加量、感知した照度に
よる駆動電圧または第２電圧ＥＬＶＳＳの関係を記録したルックアップテーブルまたはグ
ラフを形成し、それを利用して第２電圧ＥＬＶＳＳを調節することもできる。
【００４５】
　電圧変換部１４０で生成された第１電圧ＥＬＶＤＤ及び第２電圧ＥＬＶＳＳは、表示部
１６０に供給される。表示部１６０は、複数のデータ線Ｄ１，…，Ｄｎ及び複数の走査線
Ｓ１，…，Ｓｎにより定義される複数の画素を備える。各画素は、駆動トランジスタと有
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機発光ダイオードとを備える。
【００４６】
　前記ＯＬＥＤは、映像データに該当するデータ電圧を各画素に印加するデータ駆動部１
８０と、表示しようとする画素を選択するように該当画素に選択信号を印加する走査駆動
部１９０と、をさらに備える。データ駆動部１８０は、複数のデータ線Ｄ１，…，Ｄｎを
通じて各画素に対応するデータ電圧を印加し、走査駆動部１９０は、複数の走査線Ｓ１，
…，Ｓｎを通じて該当画素に選択信号を印加する。
【００４７】
　前記データ駆動部１８０及び走査駆動部１９０は、それぞれ制御部１７０から第６制御
信号ＣＳ６及び映像データＲＧＢ　ｄａｔａ、第５制御信号ＣＳ５を印加される。
【００４８】
　制御部１７０は、入力映像信号Ｖｉｄｅｏ　ｓｉｇｎａｌに該当する映像データＲＧＢ
　ｄａｔａまたは垂直同期信号、水平同期信号、クロック信号などの制御信号ＣＳ４，Ｃ
Ｓ５，ＣＳ６を生成する。制御部１７０は、第１電圧ＥＬＶＤＤ及び第２電圧ＥＬＶＳＳ
を電圧変換部１４０から表示部６０に安定的かつ適正に供給するように制御する第４制御
信号ＣＳ４を生成し、前記第４制御信号ＣＳ４を電圧変換部１４０に供給する。前記制御
部１７０は、電源部１５０から所定の電圧Ｖｃを供給されて前記のような信号処理を行う
。
【００４９】
　以下、図１に示したＯＬＥＤの電圧変換部１４０を、図４及び図５を参照してさらに詳
細に説明する。
【００５０】
　図４は、図１に示したＯＬＥＤの表示部１６０に第１電圧ＥＬＶＤＤを供給する電圧変
換部１４０を示した回路図であり、図５は、図１に示したＯＬＥＤの表示部１６０に第２
電圧ＥＬＶＳＳを供給する電圧変換部１４０を示した回路図である。
【００５１】
　詳細に、図４は、入力電圧Ｖｉから第１電圧ＥＬＶＤＤを生成するブースターコンバー
タ１４２を例示したものであるが、これに限定されるものではない。
【００５２】
　図１及び図４に示すように、ブースターコンバータ１４２は、第１インダクタＬ１、制
御部１７０からの第４制御信号ＣＳ４によりオン／オフになる第１スイッチング素子Ｑ１

、第１還流ダイオードＤ１、第１キャパシタＣ１及び抵抗Ｒ１を備える。
【００５３】
　第４制御信号ＣＳ４によって第１スイッチング素子Ｑ１がオンになれば、第１インダク
タＬ１にエネルギーが蓄積され、第１キャパシタＣ１に蓄積された電荷が放電されつつ出
力され、第４制御信号ＣＳ４によって第１スイッチング素子Ｑ１がオフになれば、第１キ
ャパシタＣ１の両端にかかった電圧にインダクタＬ１に蓄積されたエネルギー及び入力電
圧Ｖｉが加えられて第１電圧ＥＬＶＤＤとして出力される。
【００５４】
　図５は、入力電圧Ｖｉから第２電圧ＥＬＶＳＳを生成するバックコンバータ１４１を例
示したものであるが、これに限定されるものではない。
【００５５】
　図１と共に図５に示すように、バックコンバータ１４１は、第４制御信号ＣＳ４により
オン／オフになる第２スイッチング素子Ｑ２と、第２還流ダイオードＤ２と、第２インダ
クタＬ２及び第２キャパシタＣ２からなる低域フィルタと、を備える。また、バックコン
バータ１４１は、第２キャパシタＣ２の両端に可変抵抗Ｒ２を連結して、前記可変抵抗Ｒ

２によって第２電圧ＥＬＶＳＳを調節できる。
【００５６】
　可変抵抗Ｒ２は、駆動電圧決定部１３０から決定された駆動電圧を表示部１６０に供給
するように制御する第３制御信号ＣＳ３によって、前記駆動電圧に該当する第２電圧ＥＬ
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ＶＳＳを調節する。
【００５７】
　第４制御信号ＣＳ４によって第２スイッチング素子Ｑ２がオンになれば、入力電圧Ｖｉ

は、低域フィルタを通過して出力に伝達され、第４制御信号ＣＳ４によって第２スイッチ
ング素子Ｑがオフになれば、第２インダクタＬ２に蓄積されたエネルギーが第２還流ダイ
オードＤ２を通じて放電されつつ出力に伝達される。このとき、駆動電圧決定部１３０か
らの駆動電圧が表示部１６０に供給されるように制御する第３制御信号ＣＳ３によって変
わる可変抵抗Ｒ２により第２電圧ＥＬＶＳＳは調節される。
【００５８】
　前記のように生成された第１電圧ＥＬＶＤＤ及び第２電圧ＥＬＶＳＳは、表示部１６０
の駆動トランジスタと有機発光ダイオードとに印加されるが、それを図６を参照して詳細
に説明する。
【００５９】
　図６は、駆動トランジスタと有機発光ダイオードとを備える本発明によるＯＬＥＤの単
位画素を示した回路図である。
【００６０】
　図６は、第１電圧ＥＬＶＤＤ及び第２電圧ＥＬＶＳＳを供給されるＯＬＥＤの簡単な単
位画素を例示したものであって、これに限定されるものではない。本発明には、しきい電
圧補償回路をはじめとする多様な単位画素を備えるＯＬＥＤが含まれる。
【００６１】
　図６に示すように、単位画素は、走査線Ｓ［ｎ］及びデータ線Ｄ［ｎ］により定義され
、前記走査線ｓｃａｎ［ｎ］は、スイッチトランジスタＴｓのゲート電極に連結され、ス
イッチトランジスタＴｓの第１電極は、データ線Ｄ［ｎ］に連結され、スイッチトランジ
スタＴｓの第２電極は、キャパシタＣｓｔの第１端及び駆動トランジスタＴｄのゲート電
極に連結される。
【００６２】
　駆動トランジスタＴｄの第１端及びキャパシタＣｓｔの第２端には、第１電圧ＥＬＶＤ
Ｄが印加され、駆動トランジスタＴｄの第２端は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノー
ド電極と連結され、有機発光ダイオードＯＬＥＤのカソード電極に、第２電圧ＥＬＶＳＳ
が印加される。
【００６３】
　本実施形態では、図１に示した駆動電圧決定部１３０からの駆動電圧Ｖｄｓを供給する
ように第２電圧ＥＬＶＳＳを調節し、調節された第２電圧ＥＬＶＳＳを有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤのカソード電極に供給する。
【００６４】
　前記有機発光ダイオードＯＬＥＤは、駆動トランジスタＴｄのゲート電極を通じて印加
されたデータ電圧と、駆動トランジスタＴｄの第１電極に印加された第１電圧ＥＬＶＤＤ
により決定される駆動電流Ｉｄｓとを印加されて発光する。前記駆動電流Ｉｄｓは、輝度
を決定する。
【００６５】
　感知された照度によって決定された駆動電圧を表示部１６０に供給するために第１電圧
ＥＬＶＤＤを調節すれば、前記駆動電流Ｉｄｓ及び輝度が変わる。したがって、変換され
た輝度を目標輝度に補正するために、データ電圧を調節するなどの駆動手順を必要とする
。したがって、第１電圧ＥＬＶＤＤを調節することより、駆動電流Ｉｄｓに影響を及ぼさ
ない第２電圧ＥＬＶＳＳを調節することが容易である。
【００６６】
　本発明は、図面に示した実施形態を参考にして説明されたが、これは、例示的なものに
過ぎず、当業者であれば、これから多様な変形及び均等な他の実施形態が可能であるとい
う点を理解できるであろう。したがって、本発明の真の技術的保護範囲は、特許請求の範
囲の技術的思想により決まらねばならない。
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【産業上の利用可能性】
【００６７】
　本発明は、ディスプレイ装置関連の技術分野に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明によるＯＬＥＤを示すブロック図である。
【図２】図１に示したＯＬＥＤの有機発光ダイオードに供給される駆動電流と駆動電圧と
の関係を示すグラフである。
【図３】図１に示したＯＬＥＤの輝度と駆動電圧との関係を示すグラフである。
【図４】図１に示したＯＬＥＤの表示部に第１電圧を供給する電圧変換部を示す回路図で
ある。
【図５】図１に示したＯＬＥＤの表示部に第２電圧を供給する電圧変換部を示す回路図で
ある。
【図６】本発明によるＯＬＥＤの単位画素を示す回路図である。
【符号の説明】
【００６９】
　１１０　照度感知部
　１２０　輝度決定部
　１３０　駆動電圧決定部
　１４０　電圧変換部
　１５０　電源部
　１６０　表示部
　１７０　制御部
　１８０　データ駆動部
　１９０　走査駆動部
【図１】 【図２】

【図３】
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度，亮度确定单元被配置为通过由所述照度感测单元测得的照度来确定有机发光二极管的亮度，驱动电流对应于从所述亮度判断部
判定的亮度确定饱和区域的驱动电压的驱动电压确定单元，所述从所述驱动电压提供驱动电压确定单元，所述电压转换单元，以产
生比所述第一电压比输入电压和输入电压高的第二电压的情况下并且显示单元被配置为通过施加来自电压转换单元的电压来显示图
像。 点域1
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